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問 15γ線と物質との相互作用に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A 光電効果ではγ線のエネルギーがすべて光電子に転移する。
B コンプトン効果の断面積は物質の原子番号に比例して増加する。
C コンプトン効果ではγ線のエネルギーが高いほど前方に散乱されやすい。
D K吸収端はコンプトン効果に起因して生じる。
l Aと B  2 Aと C  3 今と D OBと C  5 Bと D

問 16 1 McVの γ線がアル ミニウムに当たってコンプ トン効果蕉起こし,o5MeVの 電子が放出された。この
場合,散乱 γ線の散乱角はい くらか。次のうちから最 も近いものを選べ。
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問 17電子対生成に関する次の記述のうち,誤っているものの組合せはどれか。
A 生成された電子と陽電子の運動エネルギ_の和は 1.o22 McVで ある。
B 断面積は原子番号に比例する。
C 電子対生成が起こった位置で消滅放射線が発生する。
D 4MeV γ線と鉄の主たる相互作用は電子対生成である。
l ABCの み   i2 ABDの み   3 ACD?み    4 BCDの み

  (3)ABCDす
べ て

問 18光子と物質との相互作用に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。A コンプ トン効果によって放出される二次電子の最大エネルギーは,入射光子のエネルギーに等しい。

B コンプトン効果は光子の波動性を示す現象である。   i
C 光電効果は光子の粒子性 を示す現象である。
D 2MeVの 制動放射線は電子対生成が可能である。
l Aと B  2 AIC  3 Bと C  4 Bと D (3cと D   ｀

問 25次のシンチレータのうち ,13フcs 662に Vγ 線の預I定に際 して,最 も良好なエネルギー分解能が期待でき
るものはどれか。

l NaI(Tl)         ヽ

2 CsI(Tl)                                         ヽ

3 Bi4Gc302

0 LaB纂め
5  Lu2SiOS(Cc)


